
／

西原町議会事務局

議会だよりに対するご意見、
ご要望はこちらへ
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表紙の題字と写真を表紙の題字と写真を

お寄せくださいお寄せください
あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか？
　表紙の題字（『議会だより』の文字。横書き）と写真を
募集しています。上手い下手は関係ありません。小学
生から大人まで、いきいきとした題字と笑顔あふれる
写真をお待ちしています。
※詳細は議会ホームページをご覧ください。

議会事務局（担当：新川）
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議会活性化調査特別委員会研修会

西原町議会を　 する！？
～「町民に開かれた議会とは・・・」～
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　議会活性化委員会では、５月２４日(火）１９：００～２０：３０に南城市議会報告会の
視察研修会を実施しました。南城市の議会報告会は、平成２７年４月から導入し、今回が
４回目で、４日間に渡り４地域に議員６名（４班）で、司会・報告・答弁を分担して、下記の
内容で市民への議会報告会を行っています。

　　　　　　　　　　　  記

議会活動報告
（1）議会について(構成・役割・議会基本条例・活動）
（2）平成27年度一括交付金事業の報告（32事業に9億4千3

百万）
(3)平成28年度予算編成と主要事業について(継続・新規が
108事業）

(4)市民との意見交換(8名が質問）
市民の活発な質問に対し、議員が真摯な態度で答弁するの
を見て、本町でも導入に向けて議論が必要だと感じました。

「
ス
ト
ラ
イ
ー
ー
ク

バ
ッ
タ
ー
ー
ア
ウ
ト
ー
ー
‼
」

　

二
〇
一
六
年
七
月
十
七
日
、

第
98
回
全
国
高
校
野
球
選
手
権

沖
縄
大
会
は
嘉
手
納
高
校
の
優

勝
で
幕
を
閉
じ
た
。

　

遡
る
こ
と
58
年
。
沖
縄
か
ら

初
め
て
甲
子
園
の
土
を
踏
ん
だ

の
は
首
里
高
校
で
あ
っ
た
。
初

め
て
の
甲
子
園
は
１-

３
の
惜
敗
。

　

海
に
捨
て
ら
れ
た
甲
子
園
の

土
。

　

嘉
手
納
高
校
が
県
大
会
優
勝

し
た
夏
、西
原
町
で
は
、「
ス
ポ
ー

ツ
と
平
和
展
」
と
「
海
を
越
え

た
挑
戦
者
た
ち
」
の
舞
台
が
開

か
れ
た
。
当
時
の
首
里
高
校
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
舞
台
で
は
何

度
も
心
を
打
た
れ
涙
し
た
。
ま

た
、
展
示
会
で
の
沖
縄
が
歩
ん

だ
高
校
野
球
の
歴
史
に
胸
が
熱

く
な
る
。

　

今
年
の
夏
も
過
去
を
振
り
返

り
つ
つ
、
平
和
な
今
に
感
謝
し
、

ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る
喜
び
を
噛

み
締
め
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　

 　
（
宮
里
洋
史
）

議会の活性化のために、あなたの声をお聞かせください！
日時：平成28年11月16日（水） 20：00～20：30　場所：さわふじ未来ホール

南城市議会「議会報告会」のもよう

月
議
会

6

今
回
の
表
紙
題
字
：

西
原
東
小
学
校
３
年

中
村
 和
夏
さ
ん

な
か
む
ら
　
　
 わ
　
 か

9 月
14 日（

水
） 午
前
10時

 9月
定
例
会
開
会
予
定

詳
し
い
日
程
の
お
問
い
合
わ
せ
は
議
会
事
務
局
へ
（
☎
9
4
5
-5
1
2
2
）

（
西
原
町
商
工
会
青
年
部
主
催
に
よ
る

  「熊
本
県
西
原
村
児
童
受
入
事
業
」
か
ら
）

【ひとこと】
　「議会」の漢字は習っていないので、ひらが
なで書きました。難しかったのは、「ぎ」と「だ」
の「、、（てんてん）」のところ。「き」や「た」と「、、」
のバランスに気をつけて一生懸命書きました。

Ｄo

「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
」を
見
学

「
沖
縄
美
ら
海
水
族
館
」を
見
学

「
き
ら
き
ら
ビ
ー
チ
」で
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
を
楽
し
む！！

「
き
ら
き
ら
ビ
ー
チ
」で
バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
を
楽
し
む！！
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

喜納 昌盛 議員

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

呉屋 悟 議員

小規模保育の国基準

西原町人口ビジョンまち・ひと・しごと創生総合戦略

◇上原棚原土地区画
整理事業
◇小規模保育
◇民生・児童委員
◇貧困問題

◇貧困対策
◇子育て支援策

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

宮里 洋史 議員

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

与那嶺 義雄 議員

◇保育士の処遇改善を！
◇幼保連携のビジョンは

◇町長のまちづくり
の姿勢がもろに職
員の政策形成能力
等に反映

まちづくり基本条例と基本構想・基本計画

保育士政策の充実を（撮影協力：西原保育園）

定
し
て
い
ま
す
。

小
規
模
保
育
事
業
に
つ
い

て
、
今
年
度
１
施
設
の
認

可
を
計
画
し
て
い
る
が
、
募
集

要
項
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。
公
示
、
応
募
締
切
り
、
選

定
ま
で
の
日
程
は
。

 
福
祉
部
長  

募
集
要
項
に
つ
い

て
は
、
前
年
度
の
要
項
を
精
査

し
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
公

示
は
町
の
広
報
誌
等
を
活
用

し
、
募
集
は
７
月
１
日
、
受
付

期
間
を
７
月
１
日
か
ら
８
月
10

日
ま
で
。
選
定
に
つ
い
て
は
受

付
終
了
後
、
選
考
委
員
会
を
開

催
し
、
１
か
月
半
程
で
審
査
・

選
定
す
る
運
び
で
す
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

任
期
が
12
月
１
日
で
改
選

に
な
る
が
、
定
員
と
そ
の
充
足

率
、
募
集
状
況
は
。

 

福
祉
部
長  

平
成
28
年
４
月
１

日
現
在
の
定
数
は
68
名
に
対

し
、
員
数
は
53
名
で
充
足
率
は

78
％
。
町
の
広
報
誌
２
月
号
で

募
集
案
内
を
行
う
と
と
も
に
、

４
月
１
日
の
自
治
会
長
会
で
、

現
職
の
民
生
委
員
の
推
薦
の
依

頼
と
退
職
に
伴
う
新
た
な
地
域

か
ら
の
推
薦
を
お
願
い
し
て
い

る
所
で
す
。
現
在
14
名
の
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。

今
、「
子
ど
も
の
貧
困
」

問
題
が
行
政
機
関
、
マ
ス

コ
ミ
等
も
大
き
く
取
り
上
げ
て

上
原
棚
原
土
地
区
画
整
理

事
業
は
今
年
度
こ
そ
換

地
、
事
業
計
画
が
実
行
さ
れ
る

と
思
う
が
、
そ
の
日
程
等
は
。

 

建
設
部
長  

換
地
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
２
月
に
県
よ
り
換
地

計
画
の
認
可
を
受
け
、
そ
の
後

換
地
処
分
公
告
に
向
け
協
議
を

行
っ
て
お
り
、
現
在
、
換
地
処

分
通
知
の
発
送
を
行
い
、
あ
て

先
不
明
返
送
に
つ
い
て
調
査
中

で
、
再
送
付
の
準
備
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
県

知
事
に
換
地
処
分
完
了
届
の
提

出
を
行
う
旨
、
県
の
公
報
に
て

換
地
処
分
公
報
を
行
い
、
そ
の

公
報
の
翌
日
よ
り
新
住
所
へ
の

移
行
に
な
り
ま
す
。
そ
の
時
期

は
７
月
下
旬
か
ら
８
月
頃
を
予

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

い
る
が
、
町
当
局
は
こ
の
「
子

ど
も
の
貧
困
」
と
い
う
事
に
対

し
て
ど
の
様
な
認
識
を
持
っ
て

い
る
か
。

 

総
務
部
長  

行
政
の
み
な
ら
ず
、

町
民
や
事
業
者
が
認
識
を
深

め
、
共
同
の
意
識
を
も
っ
て
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
の
基
本
原
則
に

沿
う
よ
う
、
取
り
組
む
考
え
で

す
。

一
人
も
お
り
ま
せ
ん
。

学
校
教
育
法
で
は
幼
稚
園

に
入
園
す
る
こ
と
が
で
き

る
者
は
、
満
３
歳
か
ら
と
あ
る

が
西
原
町
の
現
状
は
。

 

教
育
部
長  

現
段
階
に
お
い

て
、
す
ぐ
に
３
才
児
ま
で
拡
大

と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

議
員
ご
指
摘
の
よ
う
に
３
才
児

問
題
と
い
う
の
は
非
常
に
重
要

な
問
題
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
、
学
校
建
て
替
え
等
の
場

合
に
キ
ャ
パ
的
に
、
施
設
的
に

そ
の
配
置
が
で
き
る
か
検
討
し

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

公
務
員
給
与
格
差
是
正
で

予
算
を
つ
け
る
と
す
れ
ば

約
６
０
０
万
円
で
保
育
士
１
人

に
つ
き
給
与
を
月
額
３
千
円

ア
ッ
プ
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

町
独
自
で
で
き
る
と
思
う
が
ど

う
考
え
る
か
。

 

こ
ど
も
福
祉
課
長  

今
後
の
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
は
、
財

政
負
担
が
継
続
的
に
な
る
わ
け

で
す
か
ら
、
ま
ず
は
国
の
制
度
、

県
の
制
度
等
々
を
見
な
が
ら
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

幼
稚
園
も
認
可
園
も
認
可

外
も
、
町
の
子
育
て
を
皆

が
連
携
し
て
、
し
っ
か
り
考
え

て
い
か
な
い
と
と
思
う
の
だ

が
、
連
携
の
と
れ
る
場
は
あ
る

か
。

 

福
祉
部
長  

将
来
の
バ
ラ
ン
ス

０
歳
児
の
受
け
入
れ
は

６
ヶ
月
後
か
ら
だ
が
、
休

職
期
間
は
２
ヶ
月
と
な
っ
て
い

る
。
就
職
が
決
ま
ら
な
い
場
合

在
園
児
が
返
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
そ
う
だ
が
対
応
は
。

 

福
祉
部
長  

求
職
活
動
に
よ
る

認
定
期
間
が
終
了
し
た
後
で

も
、
状
況
認
識
を
行
っ
た
上
で

再
度
認
定
を
行
う
こ
と
は
、
各

市
町
村
の
判
断
に
よ
り
可
能
と

さ
れ
て
い
る
。
保
護
者
か
ら
状

況
を
伺
っ
た
上
で
、
年
度
内
の

継
続
保
育
を
前
提
と
し
て
、
個

別
に
検
討
、
対
応
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度
及

び
今
年
度
現
時
点
に
お
い
て
認

定
期
間
終
了
に
伴
い
、
年
度
途

中
に
施
設
退
所
と
な
っ
た
方
は

と
い
う
の
は
当
然
考
え
な
い
と

い
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
教

育
委
員
会
と
も
当
然
連
携
を
と

り
ま
し
て
、
学
校
施
設
の
建
て

替
え
の
時
に
連
携
を
し
な
が
ら

考
え
て
い
く
。
福
祉
部
局
と
し

て
は
認
可
園
の
計
画
が
ご
ざ
い

ま
す
の
で
様
子
を
見
な
が
ら
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
な
調
整
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。処

遇
改
善
と
施
設
整
備
が

保
育
問
題
の
肝
で
あ
る
。

体
制
強
化
事
業
は
確
か
に
目
に

見
え
る
形
で
待
機
児
童
解
消
に

つ
な
が
ら
な
い
か
も
わ
か
ら
な

い
け
ど
、
保
育
離
職
を
下
げ
る

一
助
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
分
保
育
士
の
先
生
の
負
担

が
減
る
わ
け
で
す
か
ら
。
そ
う

い
う
意
味
で
も
保
育
体
制
強
化

事
業
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

問

問問問

 

教
育
総
務
課
長  

平
成
27
年
の

就
学
援
助
認
定
率
２
３
・
１

３
％
、
事
業
費
は
約
５
，
６
７

０
万
円
で
あ
る
。

３
月
に
策
定
さ
れ
た
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
計
画
の
課
題

は
。

 

総
務
部
長  

５
か
年
の
財
源
措

置
が
あ
る
と
思
っ
て
い
た
が
、

10
割
補
助
が
次
年
度
か
ら
５
割

補
助
と
な
り
、
昨
年
度
実
施
し

た
事
業
へ
の
活
用
が
難
し
い
制

度
に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
当
該

交
付
金
を
活
用
し
て
施
策
展
開

は
厳
し
い
状
況
、
一
括
交
付
金

等
を
活
用
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
総
合
戦
略

に
は
子
育
て
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
を
基
本
目
標
と
し
て

掲
げ
て
い
る
が
、
出
産
後
の
計

画
で
あ
り
、
そ
も
そ
も
男
女
の

出
会
い
が
欠
け
て
い
る
。
商
工

会
青
年
部
が
以
前
、
企
画
し
た

よ
う
に
、
男
女
の
出
会
い
の
場

を
提
供
す
べ
き
だ
。

 

企
画
財
政
課
主
幹  

提
案
は
本

当
に
あ
り
が
た
い
。
出
会
い
に

関
し
て
は
あ
ま
り
議
論
し
て
い

な
か
っ
た
と
感
じ
て
い
る
。
行

政
と
し
て
は
、
補
助
金
を
使
う

場
合
、
目
的
を
は
っ
き
り
さ
せ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
。

民
間
へ
の
支
援
と
い
う
形
で
の

貧
困
対
策
に
向
け
た
取
り

組
み
は
。

 

福
祉
部
長  

県
等
へ
の
要
望
は

３
つ
。
現
在
単
費
で
実
施
し
て

い
る
就
学
援
助
事
業
へ
の
支

援
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
保
育

料
の
負
担
軽
減
、
生
活
保
護
者

の
車
所
持
を
認
め
さ
せ
る
こ

と
。

学
童
に
対
す
る
支
援
を
。

 
福
祉
部
長  

県
等
支
援
に
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
利
用
料
軽
減

を
図
る
事
業
が
示
さ
れ
て
い
る

の
で
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と

調
整
し
な
が
ら
活
用
を
検
討
す

る
。

就
学
援
助
事
業
の
状
況

は
。

関
わ
り
に
な
る
と
思
う
。

米
軍
基
地
周
辺
の
学
校
防

音
工
事
補
助
金
が
今
年
度

か
ら
一
部
廃
止
し
て
い
く
こ
と

が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
対
象

と
な
る
本
町
４
校
へ
の
影
響
と

対
策
は
。

 

教
育
部
長  

４
施
設
約
８
５
８

万
円
の
補
助
に
影
響
が
出
る
と

考
え
ら
れ
る
。
南
幼
稚
園
の
改

造
防
音
事
業
の
維
持
経
費
が
対

象
外
と
な
る
。
他
の
３
施
設
も

機
器
の
入
れ
替
え
等
の
騒
音
測

定
次
第
で
は
影
響
が
出
る
。
町

と
し
て
は
県
や
関
係
市
町
村
と

連
携
し
、
事
業
継
続
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

問問問

問問

問

問

問問

は
そ
れ
で
よ
い
の
か
。（
２
）

行
政
ト
ッ
プ
の
町
長
が
総
合
計

画
的
な
視
点
を
放
棄
し
、
近
視

眼
的
な
４
年
先
で
十
分
だ
と
の

認
識
は
、
職
員
の
政
策
形
成
力

や
執
行
能
力
、
仕
事
に
対
す
る

姿
勢
の
面
で
大
き
な
問
題
が
生

じ
る
。
そ
の
観
点
か
ら
、
町
長

の
２
期
８
年
を
検
証
す
る
。①

農
業
生
産
法
人
西
原
フ
ァ
ー
ム

の
問
題
。
法
人
設
立
後
の
２
か

ら
３
か
月
後
に
３
名
の
役
員
の

一
人
が
辞
任
。
町
か
ら
の
約
定

書
な
し
の
運
転
資
金
３
千
万
円

の
融
資
（
指
摘
さ
れ
事
後
作
成
）

や
経
営
難
に
よ
る
返
済
の
懸

念
、②
直
売
所
等
複
合
施
設
の

問
題
。
十
分
な
検
討
も
な
く
２

億
円
余
の
用
地
費
を
計
上
し
、

３
か
月
後
に
取
り
消
し
。
２
か

年
近
い
検
討
を
経
て
、
14
億
５

千
万
円
の
事
業
費
に
議
会
も

ビ
ッ
ク
リ
、
賛
否
も
拮
抗
す
る

事
態
に
。③
南
小
学
校
区
へ
の

児
童
館
建
設
の
遅
れ
。
設
置
場

所
が
二
転
三
転
し
、
後
に
な
っ

て
一
括
交
付
金
事
業
の
対
象
外

が
判
明
。④
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
わ

ふ
じ
の
解
散
。
月
１
回
の
会
議

が
あ
り
な
が
ら
、
解
散
を
寝
耳

に
水
だ
と
す
る
事
務
方
の
答

弁
。Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
意
義
、
障
が
い

者
・
福
祉
へ
の
寄
り
添
い
、
先

を
見
て
の
仕
事
の
欠
如
。⑤
子

ど
も
の
貧
困
対
策
事
業
で
、
本

こ
れ
ま
で
、
町
の
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
は
、
ま
ち

づ
く
り
の
中
長
期
的
な
指
針
と

な
る
総
合
計
画
が
欠
落
し
て
い

る
と
指
摘
し
て
き
た
。
町
長
は
、

「
時
代
の
変
化
が
激
し
い
か
ら

10
年
先
を
見
通
す
こ
と
は
困

難
、
基
本
条
例
の
４
年
で
十
分

だ
」
と
答
弁
。
自
治
法
で
総
合

計
画
の
必
置
義
務
が
廃
止
さ
れ

た
の
は
、
そ
の
手
法
が
定
着
し

た
こ
と
が
理
由
。
学
者
専
門
家

の
意
見
や
先
進
自
治
体
の
動

向
、
沖
縄
県
の
21
世
紀
ビ
ジ
ョ

ン
を
見
て
も
必
要
性
は
明
白
。

（
１
）
隣
の
与
那
原
町
が
期
限

８
年
、
ほ
と
ん
ど
の
市
町
村
が

期
限
10
年
の
総
合
計
画
に
基
づ

く
行
政
運
営
を
実
施
。
西
原
町

町
は
支
援
員
の
配
置
だ
け
。
与

那
原
町
な
ど
周
辺
市
町
村
は
そ

れ
に
加
え
て
、
食
事
支
援
や
生

活
指
導
、
学
習
支
援
を
実
施
し
、

南
風
原
町
は
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
も
。
こ
の
落
差
は
、
明
ら
か

に
行
政
の
政
策
形
成
力
や
執
行

能
力
、
仕
事
へ
の
向
き
合
い
方

の
違
い
だ
。

 

町
長  

４
年
を
一
つ
の
区
切
り

に
し
て
い
る
が
、
各
施
策
の
見

通
し
は
、
い
わ
ゆ
る
総
合
計
画

的
な
中
長
期
的
視
点
に
立
っ
て

策
定
さ
れ
て
い
る
。
町
政
を
振

り
返
っ
て
の
厳
し
い
指
摘
だ

が
、
こ
れ
ら
は
政
策
決
定
過
程

の
中
で
生
じ
る
も
の
。
総
合
計

画
の
有
無
に
関
係
な
く
、
難
し

い
事
業
を
展
開
し
て
い
く
際
に

生
じ
た
個
別
課
題
で
あ
る
。

問

問

問
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町
長  

確
か
に
お
っ
し
ゃ
る
よ

う
に
、
今
、
全
国
的
に
ふ
る
さ

と
納
税
を
め
ぐ
り
、
一
部
自
治

体
に
よ
る
返
礼
品
の
競
争
が
激

化
し
て
お
り
、
総
務
省
で
は
換

金
性
の
高
い
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー

ド
や
、
ま
た
寄
附
額
に
対
し
、

戻
割
合
の
高
い
返
礼
品
、
特
産

品
等
の
送
付
行
為
は
行
わ
な
い

旨
の
通
知
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
童
保
育
の
入
所
に
親
の

共
働
き
を
条
件
づ
け
る
の

は
、
い
か
が
な
も
の
か
と
思
う

の
で
あ
り
ま
す
。
小
学
１
、
２

年
生
に
も
な
る
と
、
親
離
れ
が

必
要
な
時
期
で
も
あ
り
、
友
達

と
遊
び
た
い
時
期
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
が
数
少
な
い
学
童

施
設
で
あ
り
ま
す
。
親
が
家
に

居
る
か
ら
と
い
っ
て
、
学
童
に

入
れ
な
い
の
は
酷
で
は
。

 

福
祉
部
長  

厚
生
労
働
省
令
や

国
、
県
の
実
施
要
綱
、
ま
た
本

町
の
条
例
や
補
助
金
交
付
要
綱

も
同
様
に
、
保
護
者
の
労
働
等

に
よ
り
、
昼
間
家
庭
に
い
な
い

も
の
に
つ
き
と
い
う
こ
と
を
原

則
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

理
解
を
願
い
た
い
。

補
助
金
に
関
し
て
も
、
あ

れ
に
使
っ
ち
ゃ
ダ
メ
、
こ

れ
に
使
っ
ち
ゃ
ダ
メ
、
と
規
制
、

し
ば
り
が
多
す
ぎ
、
各
学
童
保

育
の
個
性
が
発
揮
し
づ
ら
い
と

い
う
こ
と
で
も
あ
り
、
で
き
ま

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。
本
町

に
お
い
て
も
、
多
く
の
議
員
が

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
て
い
る

が
、
ほ
と
ん
ど
の
方
が
肯
定
的

で
あ
り
ま
す
。
私
は
、
議
会
活

性
化
の
観
点
か
ら
、
あ
え
て
批

判
的
な
立
場
か
ら
質
問
を
い
た

し
ま
す
。
本
来
の
ふ
る
さ
と
納

税
の
趣
旨
は
、
都
市
部
に
偏
る

税
収
の
是
正
や
地
域
活
性
化
。

使
い
道
の
選
択
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
現
実
は
、
業
者
に
頼

み
、
物
で
釣
る
と
い
う
本
来
の

意
図
、
精
神
と
は
大
き
く
か
け

離
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
。
し
か
も
、
所
得
の
多
い

人
ほ
ど
有
利
で
あ
り
ま
す
。
町

長
の
見
解
を
伺
う
。

す
れ
ば
お
金
だ
け
出
し
て
口
は

出
さ
な
い
の
が
よ
ろ
し
い
か
と

思
う
が
。

 

福
祉
部
長  

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
会
計
の
質
を
高
め
、
健
全

な
運
営
を
図
る
よ
う
、
沖
縄
県

学
童
保
育
連
絡
協
議
会
が
作
成

し
た
会
計
ル
ー
ル
に
準
じ
、
全

ク
ラ
ブ
に
会
計
報
告
を
依
頼
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
中
で
補
助

金
が
充
て
ら
れ
る
収
支
を
定
め

て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

近
隣
に
も
農
水
産
物
流

通
・
加
工
・
観
光
拠
点
施

設
と
同
様
な
施
設
が
あ
り
、
集

客
、
収
益
性
の
面
か
ら
も
、
こ

れ
ら
に
勝
る
施
設
に
す
る
必
要

性
が
あ
る
が
。

 
建
設
部
長  

地
域
の
食
材
を
活

用
し
た
素
朴
な
料
理
、
地
元
客

や
観
光
客
の
話
題
性
の
高
い
オ

リ
ジ
ナ
ル
ス
イ
ー
ツ
等
、
差
別

化
を
図
り
た
い
。

拠
点
施
設
の
整
備
や
マ
リ
ン
タ

ウ
ン
地
区
へ
の
ホ
テ
ル
誘
致
や

周
辺
商
店
街
で
の
観
光
の
受
け

入
れ
態
勢
の
強
化
と
約
４
割
の

町
民
が
答
え
て
い
る
こ
と
に
つ

い
て
伺
う
。

 

建
設
部
長  

中
長
期
的
に
は
、

ア
フ
タ
ー
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
効
果
的

に
受
け
入
れ
る
為
に
、
観
光
振

興
や
周
辺
整
備
、
又
、
鉄
軌
道

の
導
入
等
が
あ
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
ま
ず
、
地
権
者
の
土
地

利
用
の
変
更
の
検
討
を
優
先
的

に
進
め
な
が
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。大

型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ
の
定
時

定
速
性
を
持
っ
た
新
交
通

シ
ス
テ
ム
導
入
の
可
否
を
伺

う
。

 

建
設
部
長  

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
へ

の
移
動
手
段
に
つ
い
て
は
、
ど

の
様
な
形
が
望
ま
し
い
か
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
モ
ノ
レ
ー
ル
を
再
延
伸

す
る
の
か
、
次
世
代
型
路
面
電

車
Ｌ
Ｒ
Ｔ
等
、
新
た
な
交
通
手

段
を
導
入
す
る
の
が
よ
い
か
調

査
研
究
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
、
交
通
網

の
整
備
計
画
も
重
要
で
、

高
齢
者
・
障
が
い
者
・
免
許
を

持
た
な
い
人
等
へ
配
慮
し
た
基

幹
交
通
網
も
計
画
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
整
備
の
可
否
を
伺
う
。

大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
誘
致

に
伴
う
土
地
利
用
見
直
し

に
当
た
り
、
本
町
の
基
本
構
想

と
将
来
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺

う
。

 

町
長  

基
本
方
針
は
、
町
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
す

が
、
誘
致
決
定
を
受
け
、
基
本

構
想
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま

す
。
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
を
起

爆
剤
と
し
た
地
域
振
興
を
最
大

限
促
進
で
き
る
土
地
利
用
の
実

現
は
必
須
条
件
と
考
え
て
い
ま

す
。

町
が
実
施
し
た
意
識
調
査

の
設
問
「
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

施
設
の
活
用
や
東
海
岸
地
域
の

発
展
に
重
要
な
取
り
組
み
」
に

つ
い
て
、
東
海
岸
地
域
の
観
光

 

総
務
部
長  

交
通
弱
者
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
は
、
と
て
も
重
要

な
視
点
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
基
幹
交
通
整
備
に
関
し
て

は
、
バ
ス
路
線
の
再
編
等
を
含

め
、
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
、
西
原
町
は
大
き
く
変

わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

町
民
は
情
報
を
欲
し
て
い
ま

す
。
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
な
ど
ま
ち

づ
く
り
は
、
役
所
だ
け
で
進
め

る
仕
事
で
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
町
民
の
理
解
と
協
力
が
得

ら
れ
て
初
め
て
、
ま
ち
づ
く
り

は
上
手
く
い
く
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
今
の
現
状
を
広
報
誌
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
発
信
し
て

頂
き
た
い
。
町
民
も
一
緒
に
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
、
絶
対
に
西
原
町
は
よ
く
な

ら
な
い
と
い
う
思
い
で
要
望
し

ま
す
。

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

問

問問

農
水
産
物
流
通
・
加
工
・

観
光
拠
点
施
設
整
備
事
業

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
。
こ

の
事
業
目
的
の
中
で
農
水
産
物

業
振
興
と
６
次
産
業
化
と
歴
史

文
化
財
や
商
工
特
産
物
を
販

売
、
情
報
の
発
信
と
あ
る
が
、

具
体
的
な
内
容
と
計
画
を
説
明

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

 

建
設
部
長  

地
元
の
農
水
産
物

流
通
機
能
と
し
て
農
家
が
生
産

収
穫
し
た
農
水
産
物
や
特
産
品

を
消
費
者
に
販
売
す
る
機
会
を

提
供
し
販
路
の
拡
大
で
生
産
者

の
意
欲
の
向
上
と
地
産
地
消
を

推
進
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
元
客
や
観
光
客
に
地

域
の
食
材
を
提
供
し
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
ス
イ
ー
ツ
を
提
供
す
る
予

定
で
す
。
併
設
の
歴
史
民
俗
文

化
観
光
地
、
特
産
物
等
観
光
資

源
情
報
提
供
機
能
と
し
て
イ
ベ

ン
ト
広
場
を
整
備
し
集
客
に
つ

な
げ
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
局
は
指
定
管
理
で
施
設

運
営
す
る
と
説
明
を
受
け

て
い
る
が
、
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。

 

産
業
課
長  

こ
の
施
設
は
複
合

施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。
指
定

管
理
に
つ
い
て
は
一
括
で
、
と

い
う
こ
と
に
な
り
、
歴
史
文
化

展
示
資
料
室
に
つ
い
て
は
教
育

委
員
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

専
門
家
を
配
置
し
ま
す
。

４
月
に
発
生
し
た
熊
本
・

大
分
震
災
へ
の
支
援
活
動

は
ど
う
す
る
の
か
。 

 

総
務
部
長  

現
段
階
で
は
、
職

員
２
名
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

宇
土
市
に
１
名
、
５
月
22
日
か

ら
宇
城
市
に
１
名
を
派
遣
し
て

い
ま
す
。

熊
本
県
西
原
村
と
交
流
が

あ
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

本
町
も
西
原
村
と
つ
な
が
り
を

深
め
る
べ
き
だ
と
思
う
が
。

 

総
務
課
長  

町
内
の
有
志
の
み

な
さ
ん
で
直
接
募
金
を
届
け
て

い
ま
す
。
今
後
、
友
好
関
係
、

交
流
を
や
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
機
運
が
高
ま
る
の
で
あ
れ
ば

検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

㈱
西
原
フ
ァ
ー
ム
の
決
算

概
要
に
つ
い
て
、
貸
借
対

照
表
、
損
益
計
算
書
、
株
主
の

構
成
な
ど
１
年
間
の
成
果
は
。

 

建
設
部
長  

貸
借
対
照
表
に
つ

い
て
は
、
負
債
の
部
分
合
計
３

２
２
万
円
、
負
債
合
計
が
３
，

６
２
９
万
円
で
純
資
産
合
計
が

マ
イ
ナ
ス
３
，
３
０
７
万
円
で

負
債
純
資
産
が
３
２
２
万
円
で

す
。
損
益
計
算
書
で
売
上
高
１
，

６
２
０
万
円
、
売
上
原
価
１
，

４
５
６
万
円
、
販
売
費
・
一
般

管
理
費
１
，
２
１
２
万
円
、
当

期
純
利
益
マ
イ
ナ
ス
６
７
９
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

決
算
資
料
か
ら
す
る
と
資

本
増
強
し
な
い
と
企
業
と

し
て
体
力
が
つ
か
な
い
と
思
う

が
、
対
策
は
。

 

建
設
部
長  

株
主
総
会
で
経
営

改
善
に
取
り
組
む
意
見
を
述
べ

て
い
ま
す
。

問問

問問

問問

問問

問 問

は
マ
イ
ナ
ス
６
７
９
万
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
ま
で
の
４
年

間
の
累
積
に
つ
い
て
。

 

建
設
部
長  

４
年
間
で
３
，
６

９
５
万
円
の
累
積
赤
字
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

実
質
的
に
経
営
状
況
は
厳

し
い
状
況
に
あ
る
が
、
今

後
の
対
応
策
は
。

 

建
設
部
長  

農
業
部
門
の
売
り

上
げ
が
計
画
よ
り
伸
び
て
い
る

こ
と
か
ら
、
主
力
品
目
に
ハ
ー

ブ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
イ
ン
ゲ
ン
、

オ
ク
ラ
を
加
え
、
生
産
拡
大
を

図
り
な
が
ら
、
コ
ス
ト
削
減
に

努
め
、
単
年
度
黒
字
化
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

平
成
27
年
度
は
社
長
も
交

代
、
新
社
長
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
以
前
は

役
員
の
給
与
が
支
払
い
さ
れ
て

い
な
い
が
、
人
件
費
の
対
応
に

つ
い
て
確
認
す
る
。

 

産
業
課
長  

社
長
交
代
に
な
り

ま
し
た
。
社
長
に
つ
い
て
は
給

料
は
支
払
っ
て
お
り
ま
す
。

累
積
赤
字
３
，
６
９
５
万

円
と
町
か
ら
３
，
０
０
０

万
円
の
借
入
金
と
合
わ
せ
る
と

６
，
６
９
５
万
円
の
負
債
総
額

に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
確

認
す
る
。

 

建
設
部
長  

貸
借
対
照
表
の
中

で
、
負
債
分
の
総
額
は
３
，
６

耕
作
放
棄
地
対
策
事
業
の

受
け
皿
と
し
て
平
成
23
年

度
に
設
立
、
㈱
西
原
フ
ァ
ー
ム

も
今
年
で
４
年
目
を
終
え
て
い

る
状
況
の
中
、
平
成
27
年
度
の

農
産
物
の
出
荷
等
に
つ
い
て
説

明
を
求
め
る
。

 

建
設
部
長  

農
業
生
産
売
上
高

は
当
期
計
画
９
２
７
万
円
に
対

し
１
，
０
５
０
万
円
、
シ
マ

ナ
ー
、
ハ
ー
ブ
類
が
主
な
品
目

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
度
決
算
、
損
益

の
状
況
に
つ
い
て
。

 

建
設
部
長  

売
上
高
１
，
６
２

０
万
円
、
売
上
原
価
１
，
４
５

６
万
円
、
販
売
費
・
一
般
管
理

費
１
，
２
１
２
万
円
、
営
業
外

収
益
３
７
８
万
円
、
当
期
利
益

２
８
万
５
，
０
０
０
円
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
そ
の
中
で
長
期

借
入
と
か
未
払
い
金
と
か
が
は

い
っ
て
い
る
状
況
で
、
負
債
総

額
は
３
，
６
２
８
万
５
，
０
０

０
円
で
す
。

小
波
津
４
号
線
の
動
労
の

早
期
整
備
に
つ
い
て
、
以

前
に
も
路
線
に
つ
い
て
は
地
域

か
ら
非
常
に
危
険
な
道
路
と
し

て
朝
夕
、
渋
滞
す
る
。
対
向
車

が
ギ
リ
ギ
リ
で
人
が
通
る
状
況

に
な
い
。
整
備
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。

 

建
設
部
長  

町
道
小
波
津
４
号

線
は
水
路
と
並
行
す
る
幅
員
５

メ
ー
ト
ル
の
道
路
で
す
が
、
小

波
津
川
河
川
改
修
事
業
に
伴
う

一
部
整
備
計
画
は
あ
り
ま
す

が
、
残
り
の
区
間
に
つ
い
て
は

整
備
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問問

問問

問

問問

問

与儀 清 議員

問
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・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

前里 光信 議員

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

伊計 裕子 議員

◇外国籍の住民
◇お墓建設許可業務
◇学校給食
◇中学校卒業生

◇平和行政
◇手話言語条例
◇電磁波問題

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

◇池田交差点の渋滞解消
◇災害時避難施設
◇農水産物流通・加工・
　観光拠点施設

◇農産物施設の件　　
◇都市公園の件
◇工業振興の件

長浜 ひろみ 議員

屋比久 満 議員

お
墓
の
許
認
可
業
務
は
県

か
ら
町
に
お
ろ
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し

た
時
点
か
ら
現
在
ま
で
何
件
が

申
請
さ
れ
、
何
件
許
可
さ
れ
て

い
る
か
。
ま
た
、
問
題
と
な
っ

た
ケ
ー
ス
が
あ
れ
ば
説
明
さ
れ

た
い
。

 
総
務
部
長  

平
成
25
年
度
の
申

請
は
25
件
で
、
23
件
許
可
、
平

成
26
年
度
は
61
件
で
61
件
許
可
、

平
成
27
年
度
は
申
請
32
件
で
、

32
件
許
可
、
う
ち
１
件
は
法
人

で
す
。
平
成
28
年
度
５
月
末
日

で
４
件
の
申
請
で
、
４
件
許
可
。

町
に
許
可
権
限
が
委
譲
さ
れ
て

か
ら
１
２
２
件
の
申
請
、
１
２

０
件
許
可
。
特
に
問
題
に
な
っ

た
ケ
ー
ス
は
無
い
で
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
、
質

量
と
も
に
問
題
な
い
と
教

育
委
員
会
は
考
え
て
い
ま
す

か
。
ま
た
、
改
善
す
べ
き
点
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
ど
う
い
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
先
日
、
東

中
学
校
で
、
議
会
議
員
も
生
徒

と
一
緒
に
試
食
会
を
実
施
し
ま

し
た
が
、
食
べ
盛
り
の
子
供
た

ち
に
は
そ
れ
な
り
の
量
、
質
を

確
保
す
べ
き
で
は
。

 

教
育
部
長  

学
校
給
食
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
22
年
度
に
給

食
費
を
改
定
を
し
て
以
来
、
金

額
が
据
え
置
か
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
消
費
税
が
５
％
か
ら

西
原
町
に
は
外
国
籍
の

人
々
が
住
ん
で
い
る
と
思

い
ま
す
。
ど
の
国
の
人
々
が
何

人
住
ん
で
い
る
の
か
。

 

総
務
部
長  

平
成
28
年
５
月
31

日
現
在
で
44
か
国
で
す
。
そ
の

中
に
無
国
籍
の
１
人
を
含
め
合

計
４
３
９
人
の
方
々
が
住
ん
で

い
ま
す
。
中
国
が
88
人
、
韓
国

が
40
人
、
ア
メ
リ
カ
が
35
人
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ベ
ト
ナ
ム
で

27
人
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
国

の
方
々
が
い
ま
す
。

こ
の
方
々
に
対
し
役
場
の

窓
口
で
ど
う
対
応
し
て
い

る
か
。

 

町
民
課
長  

英
語
が
話
せ
る
職

員
が
い
ま
す
の
で
、
協
力
を
し

て
英
語
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

８
％
へ
上
が
り
、
ま
た
物
資
の

価
格
上
昇
に
よ
り
、
現
在
の
給

食
費
の
金
額
で
は
十
分
な
質
と

量
の
提
供
は
大
変
厳
し
い
状
況

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
為
、

十
分
な
質
と
量
を
確
保
で
き
る

よ
う
、
今
年
度
は
給
食
費
の
値

上
げ
に
つ
い
て
検
討
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

去
る
３
日
に
卒
業
し
た
町

内
の
２
中
学
校
の
卒
業
生

の
進
路
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

高
校
別
ま
た
は
就
職
に
つ
い
た

卒
業
生
が
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
件
も
説
明
を
求
め
る
。

 

教
育
部
長  

公
立
、
私
立
含
め
、

普
通
高
校
へ
２
６
９
人
、
工
業

高
校
へ
38
人
、
商
業
高
校
へ
23

人
、
農
業
高
校
８
人
、
水
産
高

校
３
人
、
国
立
高
専
へ
６
人
、

特
別
支
援
校
７
人
で
す
。
就
職

し
た
卒
業
生
５
人
、
進
路
未
定

の
卒
業
生
４
人
で
す
。

先
日
、
自
治
会
か
ら
も
当
該
道

路
が
抜
け
道
と
な
っ
て
お
り
、

交
通
安
全
上
、
危
険
で
、
付
近

住
民
の
迷
惑
と
な
っ
て
い
る
と

し
て
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。
御

提
案
の
時
間
を
制
限
し
た
道
路

使
用
等
の
交
通
規
制
に
つ
い
て

は
、
警
察
の
所
管
と
な
る
た
め
、

浦
添
署
に
相
談
し
て
み
ま
し
た

が
、
時
間
規
制
は
一
般
的
に
学

校
周
辺
の
通
学
道
路
等
で
行
っ

て
お
り
、
当
該
現
場
に
つ
い
て

は
位
置
的
に
厳
し
い
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
浦
添
署
か
ら
道
路
内

に
ハ
ン
プ
や
ク
ラ
ン
ク
を
設
け
、

通
り
に
く
い
道
路
に
し
た
ほ
う

が
い
い
の
で
は
と
の
提
案
も
あ

り
ま
し
た
が
、
当
該
生
活
道
路

の
現
場
状
況
で
は
厳
し
い
も
の

と
考
え
て
お
り
、
と
り
あ
え
ず

出
来
る
対
策
と
し
て
交
通
規
制

で
は
な
く
、
生
活
道
路
に
つ
き

遠
慮
し
て
も
ら
い
た
い
旨
の
看

板
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

平
園
区
に
新
た
に
災
害
時

避
難
施
設
が
建
設
さ
れ
る

予
定
で
あ
り
ま
す
が
、
建
設
着

工
・
完
成
年
月
日
、
建
物
に
か

か
わ
る
土
地
の
購
入
額
、
地
権

者
の
人
数
を
お
聞
き
す
る
。

 

総
務
部
長  

防
災
の
建
物
で
す

が
、
着
工
は
来
年
５
月
頃
を
予

定
し
、
完
成
が
平
成
30
年
３
月

頃
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
土
地

生
活
道
路
に
つ
い
て
。
池

田
交
差
点
横
の
非
常
に
小

さ
な
路
地
は
地
元
の
方
の
生
活

道
路
だ
が
、
朝
夕
の
交
通
ラ
ッ

シ
ュ
が
も
の
す
ご
く
、
幅
が
狭

く
車
の
往
来
が
激
し
い
の
で
、

こ
の
時
間
帯
に
は
外
に
出
る
の

が
怖
い
く
ら
い
だ
。
小
さ
な
子

供
が
い
た
ら
と
て
も
じ
ゃ
な
い

が
一
緒
に
歩
け
な
い
。
時
間
を

制
限
し
た
道
路
使
用
と
か
、
自

転
車
・
歩
行
者
専
用
道
路
へ
の

指
定
等
が
で
き
な
い
か
。

 

建
設
部
長  

池
田
交
差
点
の
朝

夕
の
渋
滞
に
伴
い
、
そ
れ
を
避

け
る
た
め
に
通
過
車
両
が
地
域

の
生
活
道
路
へ
侵
入
し
、
交
通

量
が
ふ
え
、
問
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
本
件
に
つ
い
て
は
、

の
購
入
額
は
物
件
補
償
と
あ
わ

せ
て
３
，
８
０
０
万
円
、
地
権

者
は
一
人
で
す
。

平
園
区
に
建
設
さ
れ
る
防

災
拠
点
施
設
の
財
源
は
。

 

建
設
部
長  

財
源
は
一
括
交
付

金
を
活
用
し
、
８
割
が
国
庫
補

助
金
で
町
が
２
割
の
負
担
で

す
。

農
水
産
物
流
通
・
加
工
・

観
光
拠
点
施
設
の
財
源
は

何
か
。
財
源
の
返
済
計
画
・
償

還
期
間
に
つ
い
て
伺
う
。

 

建
設
部
長  

農
水
産
物
流
通
・

加
工
・
観
光
拠
点
施
設
、
本
事

業
の
財
源
は
一
括
交
付
金
、
地

方
債
、
一
般
財
源
で
８
割
が
一

括
交
付
金
、
２
割
が
地
方
債
と

一
般
財
源
に
な
り
ま
す
。

 

総
務
部
長  

財
源
の
返
済
計
画

は
償
還
期
間
20
年
、
う
ち
据
え

置
き
期
間
３
年
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
。

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

一
般
質
問

こ
の
一
般
質
問
の
内
容
は
、
会
議
録（
録
音
テ
ー
プ
）に
基
づ
い
て
各
議
員
が

質
問
の
一
部
を
ま
と
め
、
編
集
委
員
会
が
最
終
確
認
・
編
集
を
し
た
も
の
で
す
。

問問

問問

い
る
。①
町
と
し
て
ど
の
よ
う

に
取
組
む
か
を
伺
う
。②「
西
原

町
手
話
奉
仕
員
養
成
事
業
実
施

要
綱
」
の
実
施
状
況
を
伺
う
。

 

福
祉
部
長  

①
４
つ
の
視
点
か

ら
応
え
ま
す
。
一
つ
目
に
、
手

話
に
対
す
る
理
解
の
促
進
で

す
。
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し

町
内
の
児
童
生
徒
に
配
布
、
窓

口
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。
二

つ
目
に
、
手
話
を
使
い
や
す
い

環
境
づ
く
り
で
す
。
平
成
18
年

よ
り
庁
舎
内
に
手
話
の
で
き
る

職
員
を
配
置
、
講
演
会
等
に
は

手
話
通
訳
者
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
三
つ
目
に
、
学
校
に
お
け

る
取
組
み
で
す
。
町
内
の
学
校

で
は
総
合
の
時
間
な
ど
で
聴
覚

障
害
者
と
の
交
流
な
ど
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
四
つ
目
に
予
防

で
す
。
は
し
か
・
風
疹
の
定
期

予
防
接
種
を
推
進
し
、
聴
覚
障

害
を
防
ご
う
と
い
う
取
組
み
で

す
。②
平
成
14
年
よ
り
手
話
奉

仕
員
の
人
材
育
成
を
目
的
と
し

て
、
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
を

西
原
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
委

託
し
て
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
は
知
ら
な
い
う
ち

に
電
磁
波
を
浴
び
て
い

る
。
鎌
倉
市
が
、
携
帯
基
地
局

の
設
置
時
に
事
業
者
に
事
前
に

住
民
説
明
会
を
課
す
条
例
を
制

定
し
、
弁
護
士
連
合
会
が
「
電

磁
波
問
題
に
関
す
る
意
見
書
」

今
年
は
日
本
国
憲
法
公
布

70
年
で
あ
る
。
憲
法
が
、

安
倍
政
権
に
よ
っ
て
壊
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
。
西
原
町
の
責

任
者
と
し
て
、
町
民
の
命
と
人

権
を
守
る
決
意
を
伺
う
。

 

町
長  

戦
後
一
貫
し
て
平
和
に

対
す
る
町
民
の
思
い
を
し
っ
か

り
踏
ま
え
て
平
和
行
政
が
ど
の

村
長
、
町
長
で
も
進
め
ら
れ
て

き
た
と
思
っ
て
お
り
私
も
同
様

で
す
。
今
後
、
沖
縄
県
民
が
安

心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
よ
う

一
自
治
体
の
長
と
し
て
精
一
杯

平
和
行
政
を
内
外
と
連
携
し
な

が
ら
、
取
組
み
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

沖
縄
県
手
話
言
語
条
例
が

４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
て

を
政
府
に
提
出
し
予
防
的
対
策

を
求
め
た
。①
町
内
に
あ
る
中

継
基
地
局
の
場
所
と
数
を
。②

基
地
局
か
ら
３
０
０
メ
ー
ト
ル

以
内
で
健
康
影
響
が
で
る
と
い

う
研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。
周
辺
住
民
へ
の
聞
き
取
り

調
査
を
。③
各
学
校
の
子
ど
も

た
ち
へ
の
健
康
調
査
を
。

 

総
務
部
長  

①
基
地
局
は
町
内

に
32
局
で
す
。
場
所
に
つ
い
て

は
非
公
表
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

福
祉
部
長  

②
住
民
の
健
康
へ

の
影
響
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調

査
を
行
う
の
は
大
切
な
こ
と
と

考
え
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
は

Ｗ
Ｈ
Ｏ
や
総
務
省
の
研
究
を
注

視
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

教
育
部
長  

③
国
や
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
必
要
で
あ
れ

ば
電
磁
波
に
よ
る
健
康
調
査
等

の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

問問

問

問

問

 

建
設
部
長  

選
定
の
視
点
と
し

て
は
４
年
目
頃
か
ら
一
般
的
に

黒
字
化
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
本
島
内
の
店
舗
の
う

ち
平
成
25
年
度
時
点
で
開
店
後

４
年
を
経
過
し
類
似
し
た
４
店

舗
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

都
市
公
園
の
件
で
県
内
で

都
市
公
園
面
積
は
何
番
目

な
の
か
。

 

建
設
部
長  

県
の
平
成
28
年
３

月
31
日
時
点
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
町
内
の
都
市
公
園
面
積
は

29
．
５
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
県
内

で
14
番
目
で
す
。

都
市
公
園
の
１
人
当
た
り

の
面
積
は
県
内
で
何
番
目

な
の
か
伺
う
。

 

建
設
部
長  

１
人
当
た
り
の
面

積
は
８
．
４
平
方
メ
ー
ト
ル
で

13
番
目
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
兼
久
地
区
と
美
咲

地
区
は
人
口
が
増
加
し
て

い
る
が
児
童
公
園
等
が
な
い
の

で
計
画
の
予
定
は
あ
る
の
か
。

 

建
設
部
長  

兼
久
、
美
咲
地
区

に
つ
い
て
は
街
区
公
園
が
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
今
後
整
備
は
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す

が
、
今
後
の
土
地
利
用
見
直
し

な
ど
で
開
発
、
ま
た
は
区
画
整

理
事
業
等
も
見
据
え
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
た
い
。

工
業
振
興
の
件
で
ペ
ト
ロ

ブ
ラ
ス
社
は
本
年
４
月
で

農
産
物
施
設
の
件
で
来
客

者
に
西
原
町
の
観
光
や
歴

史
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
上
で
、
観

光
拠
点
施
設
を
建
物
の
一
番
手

前
に
持
っ
て
き
て
は
ど
う
か
。

 

町
長  

観
光
案
内
所
は
西
原
町

全
体
の
今
後
の
観
光
振
興
を
推

進
し
て
い
く
上
で
極
め
て
重
要

で
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し
検
討

は
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

総
事
業
費
１
２
億
９
，
５

６
９
万
５
２
０
円
の
う
ち

一
括
交
付
金
額
は
い
く
ら
か
。

 

建
設
部
長  

一
括
交
付
金
は
約

１
０
億
３
，
５
０
０
万
円
で
す
。

収
支
計
画
（
案
）
で
は
４

年
目
か
ら
８
７
８
万
８
，

０
０
０
円
の
黒
字
な
る
と
の
事

だ
が
根
拠
を
伺
う
。

撤
退
し
た
が
、
退
職
者
の
雇
用

状
況
等
と
本
町
出
身
者
の
救
済

等
に
つ
い
て
伺
う
。

 

建
設
部
長  

従
業
員
（
１
５
８

人
の
う
ち
町
在
住
者
は
15
人
）

の
雇
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
町

に
退
職
条
件
が
示
さ
れ
て
お
ら

ず
、
今
後
、
沖
縄
労
働
局
、
県

商
工
労
働
部
と
の
緊
急
雇
用
対

策
連
絡
会
議
を
設
置
し
、
多
く

の
従
業
員
が
再
就
職
で
き
る
よ

う
に
支
援
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

南
西
石
油
の
事
業
を
引
き

継
い
だ
会
社
は
ど
こ
か
。

 

建
設
部
長  

南
西
石
油
が
今
年

3
月
末
で
石
油
製
品
の
販
売
を

終
了
、
東
燃
ゼ
ネ
ラ
ル
石
油
が
、

石
油
タ
ン
ク
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
契

約
を
締
結
し
、
4
月
か
ら
県
内

企
業
の
安
定
供
給
を
行
っ
て
い

る
状
況
で
す
。

問問

問問 問問

問問 問

問

学校給食試食会から（西原東中）

今年４月から県手話言語条例が施行された（沖縄県ＨＰから）

朝夕の交通量が問題となっている池田地内道路

油槽所となった南西石油

問
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一般会計補正予算平成28年度

特別会計補正予算平成28年度

歳入歳出
それぞれ2億2,302万5千円を追加

総額129億2,602万5千円
〈主な歳入の補正〉 〈主な歳出の補正〉

《国民健康保険》
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ202万5千円
を追加し、総額68億9,757万７千円とする。
　※歳入は一般会計からの繰入金で、人事異動に伴
う職員の給与等に。

《土地区画整理事業》
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ389万4千円
を増額し6億6,415万4千円とする。

《公共下水道事業》
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ699万7千円
を追加して7億869万7千円とする。

可決！

可決！

《介護保険》
　歳入歳出予算の総額にそれぞれ9,882万1千
円を追加し、総額22億3,281万2千円とする。

総務費
1億8,486万7千円　　14億5,257万6千円
民生費
2,093万1千円　　　  52億6,397万2千円
土木費
▲1,216万8千円　　  12億1,375万7千円
教育費
1,508万6千円　　　  24億469万1千円

国庫支出金
▲1,120万円　　　　21億5,669万3千円
県支出金
842万5千円　　　　  17億462万6千円
前年度繰越金
2億716万1千円　　   3億5,716万1千円
特別会計繰入金・町財政調整基金繰入金
1,786万9千円　　　  9億5,899万8千円

〈主な歳入の補正〉
　繰入金（一般会計）
　　▲21万円　　　  1億8,423万2千円
　繰越金（前年度）
　408万5千円　　　　　    541万8千円
〈主な歳出の補正〉
　予備費
　384万7千円　　　　　    394万7千円

〈主な歳入の補正〉
　繰越金
  1,620万8千円　　　      1,620万9千円
　町債
　▲950万円　　　　 1億5,710万円
〈主な歳出の補正〉
　公共下水道
▲1,099万7千円　　  4億8,309万3千円
　予備費
  1,799万4千円　　　     1,806万7千円

〈主な歳入の補正〉
　国庫支出金
　　891万円　 　　　 4億7,729万6千円
　繰入金（一般会計）
  2,983万2千円　　　 3億9,764万7千円
　繰入金（特別会計）
  6,007万9千円　　　　　6,008万円

〈主な歳出の補正〉
　総務費
  3,873万9千円　　　 1億2,745万1千円
　基金積立金
  4,349万8千円　　　　　4,349万9千円
　諸支出金
  1,658万1千円　　　　　1,884万3千円

条
例
改
正
等

補
正
予
算

◇西原町農水産物流通・加工・観光拠点施設の設置及び管理に関する条例
　地方自治法第 244 条の２の規定により、農水産物流通・加工・観光拠点施設の
設置及びその管理に関する事項を条例で定める必要があるため。

◇西原町の景観まちづくり条例
　平成１６年 6 月に国の景観法の制定に伴い、地方自治体が自らの景観まちづく
りの取り組みが可能となったことから、本町の地域の個性を伸ばす多様な景観づ
くりを効果的、計画的に進めるために必要な制度や仕組みを定めるため。

◇西原町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条
例の一部を改正する条例
　地方自治法第９６条の規定により、放課後児童支援員の資格要件に「義務教育
学校」にかかる規定を設けるための条例の一部改正する必要があるため。

◇西原町附属機関の設置に関する条例の一部を改正する条例
　町立幼稚園、小学校及び中学校の 2 学期制のあり方や有効性、課題等について
検証し、今後の学期制の方向性を検討する附属機関を設置する必要があるため。

◇議会委員会条例の一部を改正する条例
　これまで議会の委員会は、議員のほか、委員長の許可を得た者しか傍聴できな
かったが、審議の住民参画を推進する議会活性化策の一つとして「委員会の原則
公開」を実施するため。

可決！

条例の制定や改正等

◇西原町農水産物流通・加工・観光拠点施設の設置及び管理に関する条例

新規

◇西原町の景観まちづくり条例

新規

一部改正

議員発議！
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路
線
認
定

町道路線の認定！！町道路線の認定！！町道路線の認定！！
理由：本町のシンボルロードの一環として町道路線の
　　　認定を行い、一体的に整備する必要があるため。

意
見
書
・
そ
の
他　人権擁護委員法第 9 条の規定（任期は 3 年）により、崎原菊江さんが平成 28 年 6 月

30 日の任期満了に伴い委員を退任、その後任としての推薦であり、同法第 6 条第 3 項
の規定により議会の意見が求められ、適任と判断した。

　防衛施設周辺防音事業補助金交付要綱が改正され、平成28年度以降に新たに実施設計
を行って設置する3級及び4級防音工事により空調設備の維持費は補助対象外とするとさ
れた。
　防衛施設周辺防音事業は、防衛施設周辺の生活環境の整備等に関する法律に基づき、在
日米軍の飛行場等の運用に伴う航空機による騒音の障害を防止又は軽減するためのもの
であり、幼稚園、小学校、中学校及び高等学校等については、児童生徒等が学習を行う場で
あることから、空調設備の維持費も対象とされていると理解しているところである。
　学校教育の現場では、始業時から終業時まで静かな環境での授業は大切である。3級及
び4級の学校においても米軍航空機等による騒音は発生しており、その騒音による授業へ
の影響の軽減をしていく必要があるため維持費補助は重要である。
　本町においても、複数校に影響が及ぶことが予想される。
　よって、本町議会としては、今回の改正による児童生徒の学習環境への影響を懸念して
いるところであり、今後も維持費補助について下記のとおり強く要請する。

記
 1. 学校等における米軍航空機等による騒音の軽減を図っていくためにも、3級及び4級防
音工事により新たに設置する空調設備の維持管理費について、これまでと同様に補助
対象とすること

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成28年6月17日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　沖縄県西原町議会
　　あて先　衆議院議長、 参議院議長、 内閣総理大臣、 内閣官房長官、 防衛大臣、
　　　　　　沖縄及び北方対策担当大臣

　東部消防組合議会議員かつ議会活性化調査特別委員会委員の 仲松  勤 議員が失職し、
選挙・選任を行わなければならなくなった。

全会一致

防衛施設周辺防音事業補助金交付要綱に基づく
3級及び4級の防音工事に係る維持費補助の
見直しに対する意見書

人権擁護委員候補者の推薦決定！人権擁護委員候補者の推薦決定！

東部消防組合議会議員の選挙が行われ、全会一致で屋比久  満議員に決定
議会活性化調査特別委員の選任が行われ、与儀  清議員に決定

終　点
安室237番1
与那城138番4

路線名
兼久安室線
呉屋安室線

起　点
兼久4番2
呉屋95番2

川満ヤス子さん（我謝）

位 置 図

兼久安室線

呉屋安室線

西原町庁舎等複合施設西原町庁舎等複合施設

東部消防組合議会議員
屋比久  満  議員国

道
3
2
9
号
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西原町議会のトップページに飛びます。
右側のバナーから議会中継（録画）をクリック！

平成27年度
政務活動費使途一覧表政務活動費使途一覧表

(※政務活動費一人当たり年度支給額　120,000円）

▲39,600

62,385

18,787

▲59,144

59,274

▲676

1,033

12,074

▲6,524

▲19,700

▲27,466

▲3,814

120,000

6,591

▲17,400

▲13,550

▲4,777

▲16,318

▲93,524

▲22,349

159,600

57,615

101,213

179,144

60,726

120,676

118,967

107,926

126,524

139,700

147,466

123,814

113,409

137,400

133,550

124,777

136,318

213,524

2,302,349

9,957

16,196

7,777

7,416

1,997

43,343

48,089

16,256

10,368

51,200

14,300

36,900

36,900

36,900

5,832

2,836

9,024

33,518

47,924

350,047

35,000

3,180

60,747

98,927

11,160

11,160

56,136

12,910

69,046

9,526

152,580

9,526

101,040

99,050

9,526

75,000

46,800

62,800

565,848

159,600

75,000

9,526

18,380

96,890

61,500

123,344

102,800

9,526

110,566

9,526

118,850

58,550

4,320

102,800

102,800

1,163,978

19

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

0 0

新 川 喜 男

宮 里 芳 男

真栄城 哲

伊 計 裕 子

与 儀  清

宮 里 洋 史

屋比久 満

伊 波 時 男

長浜ひろみ

上 里 善 清

大 城 誠 一

呉 屋  悟

儀 間 信 子

喜 納 昌 盛

大 城 純 孝

大 城 好 弘

仲 松  勤

与那嶺義雄

前 里 光 信

残余金
（※1）

議
員
番
号

議員名 調　査
研究費 研修費 広報・

広聴費
要請陳情
等活動費

会議費 資　料作成費
資　料
購入費

事務
所費 事務費 計

※政務活動費は、議会の審議能力の強化と議員の調査研究活動基盤の充実を図るための費用です。
※1 ▲表示は、マイナス額（政務活動費の自己負担分）。

計

平成２８年第３回臨時会 （５月２４日(火)開会）

事件番号
議案第４４号
議案第４５号

承 認 第２号

承 認 第３号

承 認 第４号

意見書第４号
決 議 第２号

結　果
原案可決
原案可決

承　認

承　認

承　認

原案可決
原案可決

件　　　　　　　名

西原町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について

平成２８年度西原町国民健康保険特別会計補正予算について

専決処分の承認を求めることについて（西原町税条例等の一部を改
正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（西原町固定資産税条例等の
一部を改正する条例）

専決処分の承認を求めることについて（西原町国民健康保険税条例
等の一部を改正する条例）

※【改正内容】国民健康保険税の①基礎課税分の課税限度額を52万円
から54万円に引き上げる②後期高齢者支援金課税分の課税限度額を
17万円から19万円に引き上げる③軽減判定所得の基準を見直し、保
険税の5割軽減対象と2割軽減対象を拡大する。

元海兵隊員の米軍関係者による女性死体遺棄事件に関する意見書

元海兵隊員の米軍関係者による女性死体遺棄事件に関する抗議決議

臨
時
会

政
務
活
動
費

インターネットで
議会中継（録画）を見よう！インターネットで
議会中継（録画）を見よう！

西原町のホームページの左下にある
「議会」のボタンをクリックします。

パソコンの検索機能を使って

町議会議員の紹介などが見られます。

西原町 検索

西原町の議会や議員のことを
もっと知ってみませんか？

②検索を
　クリック

①まず、
　町名を入力！
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政政
務
活
動
費

特集

Vol.4

そ
も
そ
も
・・・

　
政
務
活
動
費
っ
て
何
よ
？

そ
も
そ
も
・・・

　
政
務
活
動
費
っ
て
何
よ
？

相
次
ぐ
、不
適
切
な
使
用

　
支
給
金
額
の
多
い
議
会
の
議
員
に
集
中

　

地
方
議
員
の
調
査
研
究
や
そ
の
他
の
活
動
に
役
だ
て
る

経
費
の
一
部
と
し
て
、
自
治
体
か
ら
議
会
に
お
け
る
会
派

や
議
員
に
対
し
公
費
と
し
て
支
給
さ
れ
る
費
用
で
、
そ
の

額
や
支
給
方
法
は
自
治
体
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

　

政
務
活
動
費
は
平
成
13
年
度
に
制
度
化
さ
れ
た
政
務
調

査
費
が
平
成
24
年
９
月
の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
現
在

の
名
称
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
で
最
高
額
が
支
給
さ
れ
て
い
る
東
京
都
議
会
議
員

の
場
合
、平
成
26
年
度
で
、年
間
お
よ
そ
７
２
０
万
円
。（
沖

縄
県
議
会
議
員
は
、
３
０
０
万
円
。
那
覇
市
議
会
議
員
は
、

１
０
８
万
円
。）

　

地
方
自
治
法
で
は
政
務
活
動
費
の
収
支
報
告
が
義
務
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
個
々
の
費
用
の
執
行
は
個
別
に
判

断
さ
れ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
政
務
活
動
費
の
使

途
は
、「
調
査
研
究
、
研
修
、
広
報
、
陳
情
活
動
、
会
議
、

資
料
作
成
、
資
料
購
入
、
事
務
費
、
事
務
所
費
、
人
件
費

な
ど
と
幅
広
く
、
こ
れ
ら
の
活
動
に
か
か
る
委
託
費
用
、

交
通
費
、
宿
泊
代
」
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。
充
当
が
不
適

当
な
経
費
と
判
断
さ
れ
る
も
の
に
は
、「
政
党
活
動
、
選

挙
活
動
、
後
援
会
活
動
、
私
的
経
費
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

以
前
の
政
務
調
査
費
は
使
途
が
調
査
研
究
に
限
ら
れ
て

い
ま
し
た
が
、
改
正
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
使
途
の
支
出

を
政
務
活
動
費
と
し
て
認
め
る
か
は
各
自
治
体
に
よ
っ
て

決
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
事
実

上
は
議
員
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
対
し
、
議
員
自
身
の
裁

量
で
処
理
さ
れ
る
経
費
と
し
て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

領
収
証
の
添
付
を
義
務
づ
け
、
支
払
い
報
告
書
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
、
透
明
性
を
高
め
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
が
、
報
告
書
や
領
収
証
の
内
容
を
詳
細
に

チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
西
原
町
議
会
は
ど
う
か
と
言
う
と
、「
西

原
町
議
会
政
務
活
動
費
の
交
付
に
関
す
る
条
例
と
同
規

則
」（
平
成
13
年
４
月
１
日
施
行
）
に
基
づ
き
運
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
各
議
員
に
は
、「
政
務
活
動
費
の

手
引
き
」
を
配
布
し
、
制
度
の
概
要
、
交
付
申
請
か
ら
収

支
報
告
ま
で
の
手
引
き
、
使
途
基
準
の
運
用
指
針
、
基
本

事
項
、
税
務
上
の
取
り
扱
い
に
至
る
ま
で
を
周
知
し
て
い

ま
す
。

　

西
原
町
議
会
は
、
議
員
一
人
に
対
し
、
月
額
１
万
円
、

年
間
12
万
円
の
政
務
活
動
費
を
、
前
期
・
後
期
の
半
年
単

位
を
原
則
と
し
、
４
月
と
10
月
に
６
万
円
ず
つ
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

平
成
26
年
７
月
に
は
、
あ
る
兵
庫
県
議
会
議
員
（
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
・
週
刊
誌
な
ど
で 

   ”号
泣
議
員”     

と

話
題
に
）
が
年
間
に
１
９
５
回
の
出
張
を
し
、
約
３
０
０
万

円
の
交
通
費
を
請
求
し
て
い
た
こ
と
が
、
多
く
の
メ
デ
ィ
ア

で
報
道
さ
れ
た
事
を
き
っ
か
け
に
、
東
京
都
議
会
、
大
阪

府
議
会
、
京
都
府
議
会
な
ど
で
、
次
々
と
政
務
活
動
費
の

不
適
切
な
使
用
の
問
題
が
浮
上
し
ま
し
た
。

　

７
月
に
も
当
時
、
富
山
県
議
会
の
副
議
長
（
辞
職
）
が

４
６
０
万
円
を
不
正
取
得
す
る
な
ど
、
後
を
絶
た
な
い
状

態
で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
交
付
さ
れ
た
政
務
活
動
費

を
使
い
切
る
た
め
、
年
度
末
に
不
自
然
な
支
出
（
切
手
の

大
量
購
入
等
）
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
点
も
問
題
と
な
り

ま
し
た
。

　

相
次
ぐ
問
題
浮
上
で
、
地
方
議
員
の
政
務
活
動
費
の
使

途
を
監
視
す
る
仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
る
事
態
に
発

展
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

い
や
ぁ
〜
そ
れ
に
し
て
も
、
我
々
町
村
レ
ベ
ル
の
議
員

か
ら
す
る
と
、
支
給
額
に
ビ
ッ
ク
リ
で
す
が
、
あ
る
意
味

羨
ま
し
い
限
り
で
す
。

　

月
額
15
万
円
〜
60
万
円
の
政
務
活
動
費
が
あ
れ
ば
、
拠

点
を
構
え
て
、
議
員
活
動
が
行
え
ま
す
。
ま
た
調
査
・
研

究
の
質
の
向
上
や
後
継
者
育
成
（
例
え
ば
、
事
務
員
や
秘

書
と
し
て
、
共
に
政
策
を
実
行
し
て
い
く
。）
な
ど
、
様
々

な
活
動
が
出
来
る
は
ず
で
す
。
や
は
り
、そ
の
為
に
は
「
議

員
個
々
の
自
覚
」、「
使
途
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
」、「
情

報
公
開
」
が
大
切
で
す
。

　

先
に
も
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
西
原
町
議
会
で
は
「
政

務
活
動
費
の
手
引
き
」
の
中
で
、
し
っ
か
り
と
使
途
基
準

が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
収
支
報
告
の
際
は
、
す
べ
て
の
領

収
書
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
研
修
費
で
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
も
ち
ろ
ん
、

そ
の
報
告
書
の
添
付
も
義
務
付
け
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

資
料
購
入
費
で
購
入
し
た
図
書
に
つ
い
て
は
、
図
書
の
タ

イ
ト
ル
が
記
載
さ
れ
た
領
収
書
の
添
付
な
ど
を
義
務
付
け

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
提
出
さ
れ
た
収
支
報
告
書
は
、
西
原
町
議
会

事
務
局
職
員
に
よ
り
、
厳
し
く
チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
た
後
、
議

長
（
地
方
自
治
法
改
正
に
伴
い
、
町
長
か
ら
権
限
譲
渡
。）

へ
提
出
さ
れ
、
そ
の
写
し
は
町
長
に
も
提
出
さ
れ
ま

す
。
・
・
・
ご
安
心
く
だ
さ
い
（
笑
）

　

本
町
議
会
は
、
先
駆
け
と
な
っ
た
政
務
調
査
費
の
制
度

化
と
同
時
に
、
沖
縄
県
で
初
め
て
そ
の
制
度
を
導
入
し
ま

し
た
。

　

県
議
会
を
は
じ
め
他
市
町
村
議
会
は
、
平
成
20
年
頃
か

ら
徐
々
に
導
入
し
始
め
、
現
在
で
は
、
嘉
手
納
町
議
会
、

北
谷
町
議
会
、
南
風
原
町
議
会
な
ど
県
内
の
幾
つ
か
の
議

会
が
本
町
議
会
の
「
政
務
活
動
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
政
務
活
動
費
の
手
引
き
等
を
作
成
し
て
い
ま

す
。

＊
ち
な
み
に
、
沖
縄
県
議
会
が
収
支
報
告
書
に
領
収
書
の

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
た
の
は
、
平
成
20
年
７
月
１
日
で

す
。

【
意
見
１
・
・
・
廃
止
論
】

　

不
適
切
な
使
用
が
後
を
絶
た
ず
、
政
務
活
動
費
の
廃
止

の
議
論
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
報
酬
を
使
っ
て
政
務
活

動
を
行
う
議
員
が
果
た
し
て
ど
の
程
度
い
る
か
。
又
、
行

政
監
視
の
役
割
を
担
う
観
点
か
ら
、
議
会
活
動
に
も
支
障

が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

【
意
見
２
・
・
・
報
酬
と
し
て
支
給
す
る
】

　

財
布
を
二
つ
に
分
け
る
の
で
は
な
く
、
報
酬
に
加
え
て

は
と
の
意
見
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
に
も
問
題
が
あ
り
、「
活

動
し
な
く
て
も
返
還
を
求
め
る
す
べ
が
な
く
な
る
」。

【
問
わ
れ
る
議
員
の
自
覚
と
モ
ラ
ル
】

　

右
の
意
見
は
政
務
活
動
費
の
廃
止
を
前
提
と
し
た
意
見

の
主
な
も
の
を
挙
げ
ま
し
た
。
色
々
な
議
論
は
あ
り
ま
す

が
、
一
番
大
切
な
の
は
、
議
員
個
々
人
が
負
託
を
受
け
た

「
自
覚
」
と
「
モ
ラ
ル
」
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
又
、
議

会
事
務
局
や
第
三
者
の
「
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化
」
を
お

こ
な
い
、
公
に
「
情
報
の
公
開
」
を
行
う
事
に
尽
き
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

少
な
く
と
も
現
在
の
西
原
町
議
会
に
お
い
て
は
、
し
っ

か
り
と
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

西
原
町
は
ど
う
な
の
？

県
内
で
初
め
て
取
り
組
ん
だ
自
治
体

西
原
町
は
ど
う
な
の
？

県
内
で
初
め
て
取
り
組
ん
だ
自
治
体

色
々
意
見
は
あ
る
け
れ
ど
・・・

　
結
局
は
、モ
ラ
ル
の
問
題

政務活動費の使途基準（西原町議会）
科　目

調査研究費

研  修  費

広報・広聴費

要請陳情等活動費

会  議  費

資料作成費

資料購入費

事務所費

事  務  費

　　　　　　充当経費の例示

議員が行う町の事務及び地方財務に関する調
査研究並びに調査委託に要する経費（調査委託
費、交通費、宿泊費等）

1.議員が行う研修会、講演会の実施（共同開催
を含む。）に要する経費

2.団体等が開催する研修会、講演会等への議員
及び議員の雇用する議員の参加に要する経費
（会費、交通費、宿泊費等）

議員が行う議会活動及び調整に関する政策等
の広報・広聴活動に要する経費（広報紙、報告書
等の印刷費及び送料、交通費等）

議員が行う要請陳情活動、住民相談等の活動
に要する経費

1.議員が行う地域住民の町政に関する要望、意
見を吸収するための各種会議、住民相談会等に
要する経費

2.団体等が開催する意見交換等各種会議への
議員の参加に要する経費（会場費、機材借上費、
資料印刷費）

議員が議会審議に必要な資料を作成するため
に要する経費（印刷、製本費、原稿料等）

議員が行う調査研究のために必要な図書、資料
等の購入、利用等に要する経費（書籍購入費、雑
誌購読料等）

議員が行う活動のために必要な事務所の設置
及び管理に関する経費

議員が行う活動に係る事務の遂行に要する経
費（事務用品、備品購入費、通信費等）

情けない
リン… 政務活動費の不適切な使用を伝える

報道記事（インターネット検索）
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